
生ごみ減量アドバイザー養成講座

家庭から出る生ごみは、可燃ごみの約４割を占めています。また、１年間に家庭から発生する食品ロス（まだ食べられ

るのに廃棄される食品）は200万トン以上にのぼります。

この講座は、生ごみの減量と有効活用を図るため、各地域で普及啓発を推進する人材「生ごみ減量アドバイザー」の養

成を目指しています。

講座では、食品ロスの削減と生ごみの減量及びその有効活用（堆肥化と土壌）などについて学ぶことができます。修了

後、「長野市生ごみ減量アドバイザー」に登録申請いただきますと、各地域で開催される講座に講師として派遣され、地

域における生ごみ減量のリーダーとしてご活躍いただけます。

ふれあい福祉センターにお車でお越しの際は、

できるだけ第３駐車場 または緑町立体駐車場を
ご利用ください.。
駐車券は、各講座日の当日、会場で認証処理をさせ

ていただきます。駐車券を会場までお持ちください。

※ 踏切は一方通行ですのでご注意ください。

緑町
立体Ｐ

と き 令和４年５月13日（金）、27日（金）、６月10日（金）、２4日（金）、
７月12日（火）の全５回 午前９時～12時

と こ ろ 長野市ふれあい福祉センター（長野市芸術館東隣り）

受 講 料 2,000円（テキスト代、生ごみ堆肥化基材代等含む）

定 員 15人（先着順）※市内在住で、原則全５回受講できる人

内 容 食品ロスの削減、生ごみの減量、生ごみ堆肥化の基礎・実践ほか（裏面参照）

申し 込 み ４月28日（木）までに裏面の申込用紙に必要事項をご記入のうえ、
ＮＰＯ法人みどりの市民（下記）へお申し込みください。

会場周辺地図

５回の講座日全てについて、
ふれあい福祉センターで開催
となります。

会 場



会場 ： 長野市ふれあい福祉センター

とき タ イ ト ル 講 座 内 容 予 定 講 師（ 敬 称 略 ）

1

５月13日（金）

９時～12時

開講式・ガイダンス 生ごみ減量アドバイザーに及び講座について みどりの市民

長野市のごみ処理の現状
ごみ問題の基本的考え方と長野市のごみ処理の現状に

ついて
長 野 市

（環境部生活環境課）

生ごみの減量とＳＤＧｓ
生ごみの減量、堆肥化について
ＳＤＧｓと結び付けて学ぶ

高木 直樹
（信州大学名誉教授）

生ごみの堆肥化の基礎と実践Ⅰ
(段ボール堆肥)

【実践】
庭や畑のない集合住宅などでの生ごみの堆肥化につ

いて
みどりの市民

2
５月27日（金）

９時～12時
有機農業と生ごみの堆肥化

【講演会（公開）】有機農業と生ごみの堆肥化の意義
～生ごみ堆肥の果たす役割～

吉田太郎
（アグロエコロジー研究家）

3
６月10日（金）

９時～12時

生ごみの堆肥化の実践
（コンポストを使って）

【講義・実践】
生ごみの堆肥化
土作りによる野菜つくりの実践から学ぶ

細井 千重子

生ごみ堆肥を使って野菜作り
【講義・実践】
生ごみ堆肥を活用した野菜作りの方法を学ぶ

4
６月24日（金）

９時～12時
家庭ごみと食品ロス

【講義・実習】家庭ごみと生ごみ日本の食品ロスにつ
いて

岡村 恵美子
（長野県栄養士会 栄養士）

5
７月12日（火）

９時～12時

地域で活かす 【講義】地域とのかかわり方について学ぶ

戸田千登美（長野県長寿社会
開発センター主任シニア活動
推進コーディネーター）

まとめ・修了式
アドバイザーとしての役割

（コミュニケーションと講座の進め方）について
実践発表後に修了証交付

みどりの市民
長野市生活課

（ ふ り が な ）

お 名 前

ご 住所
〒 -

ご連絡先
T E L＆FAX
（携帯電話）

E-mail

所属団体

備考（生ごみの堆肥化等で実践されていることがありましたらご記入ください.）

き り と り

※養成講座終了後、９月以降に開催予定の市主催「生ごみ自家処理講座」にインターンとして参加いただくことを予定しています。

※新型コロナウイルスの感染状況によって、日程及び内容の変更の可能性があります。

受 講 申 込 書


